
今月の主な内容
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■平成28年広島市平和記念式典� P２
■町職員採用試験案内� P４
■第55回町民体育祭のお知らせ� P８
■�ホストタウン事業認定記念講座「スイス文化を�
学ぶ〜ようこそ、ハイジのふるさとへ！〜」� P10
■臨時福祉給付金のお知らせ� P14

9
2016(平成28)年

天王山のふもと、三川合流の地  みんなを笑顔にするまち  「え」えとこ、「が」んばる、「お」おやまざき

詳しくは４ページへ！

私たちと一緒に働き
ませんか？

私たちと一緒に働き
ませんか？

私たちと一緒に働き
ませんか？

夏の思
い出　陶板に閉じ込めて
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と
が
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
て
改
め
て
思
う
の
は
、
命
と
い
う

も
の
を
大
切
に
し
て
い
か
ね
ば
…
と
い
う
こ

と
で
す
。
戦
争
で
失
っ
た
も
の
は
、
は
か
り

し
れ
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
命
を
大
切
に
し
、
一
日
一
日
を
大
事
に

し
て
い
こ
う
と
、
よ
り
一
層
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
来
年
高
校
生
に
な

る
息
子
と
一
緒
に
、
最
初
で
最
後
に
な
る
だ

ろ
う
と
い
う
貴
重
な
体
験
が
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
。

「
戦
争
の
怖
さ
を
改
め
て 

　知
れ
た
二
日
間
」

�

福
留
　和
也

　
僕
が
こ
の
広
島
市
平
和
記
念
式
典
に
参
加

し
た
理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
父
に
勧

め
ら
れ
た
か
ら
で

す
。
父
は
戦
争
の
怖

さ
に
つ
い
て
よ
く

知
っ
て
い
ま
し
た
。

な
の
で
、
戦
争
や
原

子
爆
弾
に
関
わ
っ
て

い
な
く
て
も
、
こ
の

機
会
に
詳
し
く
知
れ

た
方
が
良
い
と
の
事

で
こ
の
広
島
平
和
記

念
式
典
に
参
加
し
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
父
の

実
家
に
あ
っ
た
戦
争

話
で
あ
る
、
若
い
時
か
ら
読
ん
で
い
た
と
い

う
「
は
だ
し
の
げ
ん
」
を
僕
も
読
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
し
て
戦
争
や
原
子
爆
弾
に
つ
い
て

も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
と
思
っ
た
の
が
二

つ
目
の
理
由
で
す
。

　
実
際
に
広
島
県
に
行
き
、
平
和
記
念
式
典

に
参
加
し
た
り
、
原
爆
ド
ー
ム
の
外
壁
を
見

た
り
、
平
和
記
念
資
料
館
を
見
学
し
た
り
な

ど
他
に
も
た
く
さ
ん
の
建
物
を
見
学
し
ま
し

た
。
そ
れ
ら
を
見
て
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

思
い
ま
し
た
。
平
和
記
念
式
典
で
は
、
式

辞
、
平
和
宣
言
、
平
和
へ
の
誓
い
、
ど
れ
に

し
て
も
「
原
子
爆
弾
の
犠
牲
や
被
爆
者
」
な

ど
と
い
う
言
葉
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

に
は
、い
ろ
ん
な
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

僕
は
い
ろ
ん
な
人
か
ら
話
を
聞
い
て
、
こ
う

思
い
ま
し
た
。
僕
達
は
戦
争
を
知
ら
な
い
人

へ
、
次
の
世
代
の
人
へ
、
命
の
尊
さ
、
戦
争

の
恐
ろ
し
さ
、
平
和
へ
の
道
な
ど
と
い
っ
た

こ
と
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　
平
和
記
念
資
料
館
で
は
被
爆
者
の
遺
品

「
黒
こ
げ
の
弁
当
箱
、黒
こ
げ
の
制
服
」な
ど

を
見
て
少
し
怖
か
っ
た
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、

も
し
僕
が
戦
争
を
し
て
い
た
時
代
に
生
ま
れ

た
ら
、
た
っ
た
一
つ
し
か
な
い
命
が
一
瞬
に

し
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
今
生
き
て
い
る
僕
た
ち
は
、
一
つ

一
つ
の
命
の
大
切
さ
を
考
え
直
す
こ
と
が
必

要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

折り鶴を届けてくれた皆さん（順不同）
▽鏡田連合自治会　有志一同▽いきいきサロン南
の会▽小林さつきさん▽山崎明子さん▽林みどり
さん▽新日本婦人の会▽坂本笑子さん▽洛和ヴィ
ラ大山崎▽乙訓若竹苑▽中川医院デイサービス野
の花▽京都がくえん幼稚園▽ケア・スポット梅津
▽長寿苑▽大内登美子さん▽野田美佐子さん▽な
ごみの郷▽夏休み宿題やろう塾参加者▽大山崎小
学校▽第二大山崎小学校▽大山崎中学校▽大山
崎保育所▽第２保育所▽第３保育所▽町民▽町職
員▽折り鶴コーナーに来てくださった皆様

▲福留幸子さん（右）と和也さん

▲７月27日開催の平和の折鶴委託式のようす
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１
９
４
５
年
８
月
６
日
午
前
８
時
15
分
。

　
閃
光
と
と
も
に
、
耳
を
つ
ん
ざ
く
よ
う
な

轟
音
と
爆
風
が
あ
た
り
一
面
に
広
が
り
ま
し

た
。

　
世
界
で
初
め
て
ヒ
ロ
シ
マ
に
原
子
爆
弾
が

投
下
さ
れ
た
日
で
す
。

　
財
産
、
家
、
街
の
歴
史
や
文
化
、
そ
し
て

人
命
。
す
べ
て
の
も
の
が
一
瞬
で
焼
き
尽
く

さ
れ
、
奪
い
去
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
約
14

万
人
が
原
爆
の
影
響
で
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
命
は
助
か
っ
た
被
爆
者
も
、
愛
す
る
人
と

の
突
然
の
別
れ
や
後
遺
症
に
ず
っ
と
苦
し
み

続
け
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
８
月
６
日
午
前
８
時
15
分
。

　
夏
の
き
つ
い
日
差
し
の
中
、
平
和
記
念
公

園
に
こ
だ
ま
す
る
の
は
セ
ミ
の
鳴
き
声
だ
け

で
す
。

　
広
島
市
の
平
和
記
念
公
園
で
開
催
さ
れ
た

広
島
市
平
和
記
念
式
典
に
、
町
民
代
表
の
福

留
幸
子
さ
ん
と
息
子
の
和
也
さ
ん
が
参
加

し
、
亡
く
な
ら
れ
た
被
爆
者
や
戦
死
者
に
黙

と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
２
人
は
町
民
代
表
と
し
て
、
町
民

の
皆
さ
ん
が
平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
て
折
っ

た
、総
数
５
１
，２
８
０
羽
も
の
折
り
鶴
を
原

爆
の
子
の
像
に
捧
げ
ま
し
た
。

　
現
在
の
広
島
市
は
、
一
見
し
て
そ
の
よ
う

な
凄
惨
な
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ

な
い
ほ
ど
に
発
展
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

71
年
前
、
確
か
に
ヒ
ロ
シ
マ
に
原
爆
は
投
下

さ
れ
、
今
も
な
お
深
い
爪
痕
が
残
っ
て
い
る

の
で
す
。

　
今
、
悲
惨
な
体
験
を
し
た
被
爆
者
た
ち
と

の
世
代
交
代
の
時
期
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
体

験
し
た
人
に
し
か
分
か
ら
な
い
戦
争
や
原
爆

の
悲
惨
さ
、
そ
し
て
平
和
の
大
切
さ
や
尊

さ
。
彼
ら
か
ら
受
け
継
ぐ
バ
ト
ン
を
決
し
て

落
と
さ
ぬ
よ
う
、
平
和
へ
の
道
を
あ
ゆ
み
つ

づ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
改
め
て
感
じ
た
二
日
間
」

�

福
留

　幸
子

　
私
達
親
子
は
、
八
月
五
日
か
ら
六
日
の
二

日
間
、
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
大
山
崎
町
の
た
く
さ
ん
の
方
々
が
折
っ
て

下
さ
っ
た
折
り
鶴
を
「
原
爆
の
子
の
像
」
に

捧
げ
た
り
、
平
和
記
念
資
料
館
へ
の
見
学
や

平
和
記
念
式
典
へ
の
参
列
な
ど
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
特
に
資
料
館
の
見
学
は
、
言
葉
を
失
う
ぐ

ら
い
痛
々
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。

　
千
羽
鶴
に
は
数
を
た
く
さ
ん
折
れ
ば
い
い

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
一
羽
一
羽
に
込
め

ら
れ
た「
生
き
た
い
」と
い
う
気
持
ち
が
強
く

込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
平
和
記
念
式
典
へ
の
参
列
は
ま

た
と
な
い
経
験
で
し
た
。
国
籍
を
問
わ
ず
命

の
尊
さ
を
伝
え
た
り
、
平
和
へ
の
願
い
を
込

め
た
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
を
胸
に
、

た
く
さ
ん
の
方
が
参
列
し
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
私
自
身
も
そ
の
式
典
に
参
列
で
き
た
こ

問
＝
政
策
総
務
課
企
画
観
光
係
（
内
線
３
１
４
）

平
成
28
年
広
島
市
平
和
記
念
式
典

平
和
へ
の
祈
り 

い
つ
ま
で
も
…
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平成28年度実施 大山崎町職員
　町役場の仕事といっても、その業種や内容は多岐にわたります。
　採用試験を受験する方も、町民の皆さんも、職員がどのような仕
事をしているか覗いてみませんか？
　業務内容は違えど、大山崎町をより良くしたい、町民の皆さんが
笑顔になれるようなまちづくりをしたいという思いは同じです。
　「我こそ同志！」「興味がわいた！」という方はぜひ採用試験に応
募してください。

とある
町職員の
1日

　固定資産税を担当しており、主
に窓口対応や、皆さんが所有する
家屋の課税に関する業務を行って
います。実際に新築・増築された
家屋を見せていただき、国の定め
た基準に基づき課税するための
「家屋評価」をしています。
　皆さんからお預かりする税金を
取り扱う仕事のため、日々緊張感
を持って取り組んでいます。また、
窓口や家屋評価へ行ったときなど、
納税者の方と直接お話することが
ありますが、納税者が抱えている
疑問を一緒になって解決すること
ができるよう、丁寧な説明を心が
けています。
　公務員の仕事は多岐にわたるた
め、想像以上に幅広い仕事に携わ
ることができます。自身の視野も
きっと広がります。

� 8:30� �メールや資料のチェ
ック

� 9:50� 家屋評価
12:00� 昼休み
13:00� 家屋評価計算
14:30� 相続人調査
15:30� �次の家屋調査の計画・

通知文作成
16:00� �京都府への調査回答

の作成
17:15� 執務時間終了

一日のスケジュール

平成26年度入庁

東
ひがし

　竜
りゅういち

一
税住民課税務係

　私が所属する建設課地域整備係
は、主に町が管理している道路の
整備や維持管理をおこなっていま
す。デスクワークだけではなく工
事現場では、発注した工事の監督
を行ったり、さまざまな新しい経
験ができ充実した日々を送ってい
ます。
　採用されてから、まだ4ヶ月ほ
どでわからないことも多々ある中
で、職場の上司の方には1つ1つ親
身で丁寧に教えてもらい、しっか
りとフォローしていただいている
ので仕事にとてもやりがいを感じ
ています。
　大山崎町は自然豊かで、歴史的
に有名なスポットが多く親しみの
感じる町です。その中で町民の方
と同じ思いで、住みやすい町づく
りを目指していきます。

� 8:30� �係内朝礼（本日の予定
確認）

� 9:00� 工事資料作成�
12:00� 同期と昼食�
13:00� �工事現場立会・確認
14:30� �道路維持パトロール
16:00� �現場説明会資料作成
17:15� 執務時間終了�

一日のスケジュール

平成28年度入庁

武
たけやま

山　和
かずのり

憲
建設課地域整備係

　第三保育所で1歳児の担任をして
います。入所1年目から担任を任さ
れ、最初は戸惑いましたが、ベテラ
ンの先輩たちがしっかりフォローし
てくださるおかげで日々子どもたち
と楽しく過ごすことができています。
先生のチームワークもばっちりで、
働きやすい環境だと感じます。
　よく人に「仕事は慣れた？」と�
聞かれますが、慣れることはない
と思います。運動会や絵画展など
大きな行事は年1回でまだ経験が
少ないし、日常でも子どもたちは
どんどん成長し、毎日違う顔を見
せるため、同じことをしていると
感じるときがありません。言い換
えれば毎日新しい発見があり、新
鮮だということです。豊かな自然
のもと、子どもたちと充実した日�
々を過ごしています。

� 8:30� �子どもたちを出迎え・
自由あそび

10:00� �設定保育（散歩・プ
ールなど）

11:00� 子どもたちと一緒に給食
12:30� �子どもたちはお昼寝
� � � � 休憩や事務仕事・保育準備
15:00� 子どもたちとおやつ
16:30� 保護者のお迎え
� � � � 片づけや事務仕事
17:15� 執務時間終了　

一日のスケジュール

平成27年度入庁

清
し み ず

水　朱
あ や

耶
第三保育所

事務職 技術職 保育士

2 0 1 6 . 9 広報おおやまざき 4

採用試験案内

注1．�いずれの職種も日本国籍を有しない方または地方公務員法第16条の規定によ
る欠格事項に該当する方は受験できません。

　2．�事務職の「高卒」は、最終学歴が中学卒であっても大学入学資格検定に合格
し、生年月日が平成7年4月2日～平成11年4月1日生である方は受験可能です。

※�事務職①、②について、筆記試験は活字印刷文による出題（拡大した問題用紙）、
口頭面接は筆談や手話通訳を準備していますので、必要な方はお申し出ください。

職　種 採用予定人員 受験資格

事務職① 4人程度

次の学歴に該当する最終学校を卒業または平成
29年3月末日までに卒業見込で、下記の期間に
生まれた方
・大　卒：平成3年4月2日～平成7年4月1日生
・短大卒：平成5年4月2日～平成9年4月1日生
・高　卒：平成7年4月2日～平成11年4月1日生

事務職②
（身体に障がい
のある方）

1人

次の1～3のすべての要件に該当する方
1．平成3年4月2日～平成7年4月1日生
2．�学校教育法による大学（短期大学を除く。）
を卒業した方または平成29年3月末日までに
卒業見込の方

3．�身体障害者手帳の交付を受け、その障がい
の程度が1級から6級までの方

技術職
（土木）

3人程度

昭和56年4月2日以降に生まれ、次の1、2のい
ずれかに該当する方
1．�最終学校（学校教育法による高等学校、高等
専門学校、短期大学及び大学等）で土木専
門課程を修得した方または平成29年3月末日
までに修得見込の方

2．2級土木施工管理技士以上の資格を有する方

保育士 2人
昭和51年4月2日以降に生まれ、保育士資格を
有する方または平成29年3月末日までに資格取
得見込の方

【募集職種／採用予定人員／受験資格】

試
験
内
容
＝
次
の
表
の
と
お
り

合
格
発
表
＝�

11
月
中
旬
ま
で
に
郵
送
で
合
否
を
通
知

（
２
）
第
２
次
試
験
お
よ
び
第
３
次
試
験

　
以
降
の
試
験
日
程
・
場
所
は
各
試
験
合
格
者
に

郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

（
１
）
申
込
先

町
政
策
総
務
課
総
務
係
へ
直
接
。
郵
送
不
可
（
役

場
３
階
・
31
番
窓
口
）

（
２
）
提
出
書
類

①
受
験
申
込
書
（
本
町
所
定
の
も
の
）

②�

履
歴
書
（
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
写
真
を
貼
付
し
た
も
の
）

③�

最
終
学
校
卒
業
証
明
書
（
新
卒
者
は
卒
業
、
修

得
見
込
証
明
書
可
）

④�

返
信
用
封
筒
（
定
形
長
３
型
封
筒
に
ご
自
身
の

住
所
・
氏
名
を
記
載
し
、
82
円
切
手
を
貼
っ
た

も
の
）

⑤
【
事
務
職
②
の
み
】
身
体
障
害
者
手
帳
（
氏
名�

　�

・
交
付
機
関
名
・
交
付
番
号
・
交
付
年
月
日
・

障
が
い
名
・
身
体
障
害
者
等
級
表
に
よ
る
等
級

が
分
か
る
部
分
の
写
し
）

⑥�

【
技
術
職
（
受
験
資
格
の
２
該
当
す
る
方
）
、

保
育
士
】
資
格
証
明
書
（
取
得
見
込
証
明
書
可
）

（
３
）
受
付
期
間

９
月
12
日
□月
～
９
月
23
日
□金
（
平
日
午
前
８
時
30

分
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
５
時
）

（
４
）
試
験
実
施
要
項
の
配
布

９
月
１
日
□木
か
ら
、
政
策
総
務
課
（
３
階
31
番

窓
口
）
で
配
布
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
、
ま
た
は
郵
送
で
も
入
手
で
き
ま
す
。

郵
送
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
希
望
職
種
を
記
入

し
、
宛
名
面
に
「
採
用
試
験
実
施
要
項
希
望
」
と

朱
書
き
の
上
、
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用

封
筒
（
角
形
２
号
）
を
同
封
し
、
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

※
あ
て
先
　
〒
６
１
８-

８
５
０
１
（
住
所
不
要
）　

大
山
崎
町
役
場
　
政
策
総
務
課
　
総
務
係

問
＝
政
策
総
務
課
総
務
係
（
内
線
３
２
１
）

○
申
し
込
み
に
つ
い
て

職

種

試
験
科
目

試
験
内
容

事
務
職

教
養
試
験

適
性
検
査

一
般
的
知
識
に
つ
い
て
の

筆
記
試
験

事
務
職
と
し
て
の
適
応
性

に
関
す
る
検
査

技
術
職

・
保
育
士

教
養
試
験

専
門
試
験

一
般
的
知
識
に
つ
い
て
の

筆
記
試
験

専
門
的
知
識
に
つ
い
て
の

筆
記
試
験

やりがいのある

挑みませんか？
「天王山」に

平
成
29
年
４
月
１
日

（
１
）
第
１
次
試
験

と
き
＝
平
成
28
年
10
月
16
日
■日

と
こ
ろ
＝�

大
山
崎
町
内

　
　
　
　�（
詳
細
は
受
験
申
し

込
み
の
際
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
）

○
採
用
予
定
日

○
採
用
試
験

次の学歴に該当する最終学校を卒業または平成
29年3月末日までに卒業見込で、下記の期間に

・大　卒：平成3年4月2日～平成7年4月1日生

挑みませんか？

平
成

（
１
）
第
１
次
試
験

と
き
＝

と
こ
ろ
＝

　
　
　
　

○
採
用
予
定
日

○
採
用
試
験

し　　　ご　　　と
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町職員の任免・勤務条件・服務の状況など
　本町における人事行政の公正性、透明性を高めるた
め、「大山崎町人事行政の運営等の状況の公表に関す
る条例」に基づき、職員の任免・勤務条件・服務の状
況などを公表します。
　なお、給与・定員の状況については、今年の 3月に
本誌およびホームページでお知らせしています。
　　　　　　　　　問＝政策総務課総務係（内 321）

1職員の任免および
職員数に関する状況

⑴　職員の任免の状況（平成27年度）

①　採用試験の状況

職 種
�申込者数
Ａ

1次試験
合格者数

採用者数　
Ｂ

倍 率
A／Ｂ

（参考）
平成26年
度の倍率

事 務 職 135人 22人 4人 33.8 77.0

事 務 職
（身体に障がいのある方）

4人 0人 0人 － －

事 務 職
（情報処理技術者）

5人 3人 1人 5.0 －

技術（土木） 9人 5人 3人 3.0 －

⑵　職員数の状況

①　年齢別職員数（平成27年4月1日）

年 齢
20歳
未満

20歳～
23歳

24歳～
27歳

28歳～
31歳

32歳～
35歳

36歳～
39歳

職 員 数 0人 7人 14人 11人 20人 17人

年 齢
40歳～
43歳

44歳～
47歳

48歳～
51歳

52歳～
55歳

56歳～
59歳

計

職 員 数 11人 14人 6人 13人 20人 133人

②　退職者数

定年退職 勧奨退職 普通退職 分限免職 懲戒免職 �死亡退職 合 計

5人 － － － － － 5人

（注）�退職者数には、再任用職員、嘱託員、臨時職員に係る退職者数を
含みません

②　職員数の推移

年 度
平成
20年度

平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度

� 平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

職 員 数 153人 144人 140人 138人 138人 138人 137人 133人

2勤務時間その他の
勤務条件の状況

⑴　勤務時間の状況（平成27年4月1日現在）

勤務時間

1週間の
勤務時間

1日の
勤務時間

開始時刻 終了時刻 休憩時間 休息時間

38時間
45分

7時間
45分

午前
8時30分

午後
5時15分

午後
0～1時

なし

週 休 日 勤務時間を割り振らない日（日曜日・土曜日）

休 日
国民の祝日に関する法律に規定されている休日および12月29
日から翌年1月3日までの日

⑵　年次有給休暇の取得状況
（平成27年1月1日～12月31日）

総付与日数
Ａ

総取得日数
Ｂ

対象職員数
Ｃ

平均取得日数
Ｂ／Ｃ

消化率
Ｂ／Ａ

4,252日 1,074日 110人 9.8日 25.3％

（注1）�付与日数は、1暦年につき20日（当該年の途中に採用された者
は、同年の在職期間に応じた日数）で、当該年に取得しなかった
場合は20日を限度として翌年に繰り越すことができるものとされ
ています

（注2）�対象職員数は、平成27年1月1日～12月31日までの全期間につい
て在職した一般職員であり、当該期間の中途に採用された者およ
び退職した者ならびに育児休業、休職の事由がある職員を除いて
います

⑶　育児休業等の取得状況
（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

区分

平成27年度の取得者数
平成27年度中に新たに取得可能とな

った職員

育児休業
取得者数

部分休業
取得者数

育児短時
間勤務

育児休業
等対象者
数

うち育児
休業取得
者数

うち部分
休業取得
者数

うち育児
短時間勤
務取得者
数

男性
職員

－ － －
4人 － － －

－ － －

女性
職員

4人 － －
4人 4人 － －

1人 2人 －

計
4人 － －

8人 4人 － －
1人 2人 －

������（注1）�「育児休業取得者数」、「部分休業取得者数」、「育児短時間勤務取
得者数」の欄の上段には平成27年度に新たに取得した者、下段に
は平成26年度から27年度にかけて引き続いている者の数を記載し
ています。

⑷　介護休暇の取得状況

区分
介護休暇
取得者数

要介護者
（続柄など）

取得形式
介護休暇
承認期間

男性
職員

0人 —— —— ——

女性
職員

0人 —— —— ——

計 0人
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町職員の任免・勤務条件・服務の状況など
3職員の分限および懲戒処分の
状況（平成27年度）

　職員の不利益となる処分には、分限処分と懲戒処分があります。
　分限処分とは、職員がその職責を十分に果たすことができないなど、
一定の事由がある場合に公務能率の維持向上のため、休職、降任などの
職員の意に反する不利益な身分上の変動をもたらす処分です。
　懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対する道義的責任を問うこと
で、公務における規律と秩序の保持を目的としており、免職、停職、減
給などの処分です。

⑴　分限処分者数
1人

⑵　懲戒処分者数
該当ありません。

4服務の状況
綱紀保持の取組
　地方公務員は、地方公務員法において、全体の奉仕者として公共の利
益のために勤務し、職務の遂行にあたっては全力を挙げてこれに専念
することとされており、法令等遵守義務、信用失墜行為の禁止、守秘義
務、政治行為の制限、営利企業等への従事制限などの義務が課されてい
るところです。
　大山崎町においては、これらの服務規律の確保を徹底するため、毎年、
依命通達などにより綱紀の保持および公務員倫理の確立を図っています。

5福祉および利益の保護の状況
（平成27年度）

　地方公務員法においては、職員の生活、身分を安定させることにより
公務能率の増進に寄与することを目的として、職員の福祉および利益の
保護を適切かつ公正に行うことが規定されており、福利厚生制度、公務
災害補償制度が定められています。また、労働安全衛生法においては、
職場における職員の安全と健康を確保することが規定されています。
　大山崎町における職員の福祉および利益の保護の状況については次の
とおりです。

6研修の状況（平成27年度）

　地方公務員法においては、公務能率の増進の観点から、職員に対して
研修を受ける機会を与えることを任命権者に義務付けています。大山崎
町においては以下のとおり研修を実施しました。

主な内容 実施時期 備 考

保
健
事
業

定期健康診断 平成27年11月（2日）
受検者数
125人

特殊健康診断 平成28年1月（1日）
受検者数
35人

人間ドック他 通 年

福
利
厚
生

京都府市町村職員厚生会
生活設計支援事業

通 年

京都府市町村職員厚生会
元気回復事業 各事業実施日程による

京都府市町村職員厚生会
給付事業 通 年

大山崎町職員厚生会事業 各事業実施日程による

公務災害補償の認定件数 公務災害…0件　　　通勤災害…0件

研 修 名 研修者数 受研日数

委
　
託
　
研
　
修

10年目職員研修 2人 1日

新任係長研修 5人 2日

「条例・規則の読み方・作り方」 3人 2日

「法制執務の応用（実践編）」 1人 2日

5年目職員研修A 6人 1日

5年目職員研修B 2人 1日

新規採用職員研修 4人 2日

自治体における訴訟実務 2人 2日

貴重な情報としてのクレーム活用法 1人 1日

会議進行、協議促進のスキル向上 1人 1日

エクセル基礎・応用（表計算・関数、データベース入門） 1人 3日

農業所得に係る収支計算研修会 1人 1日

手話研修 1人 4日

市町村トップセミナー 3人 1日

議会運営実務研修 1人 2日

派
遣
研
修

土地の課税と評価実務 1人 2日

住民税の課税実務【第1部】個人住民税 1人 2日

事例演習による住民税課税の実務（中級） 1人 2日

職員研修をめぐる法律実務 1人 1日

水道技術者ブロック別研修会 1人 2日

「下水道用設計積算要領 -管路施設（開削工法）編 -」 1人 1日

京都府女性の船 1人 6日

会議録作成講座 1人 通信講座

災害発生後の市町村の役割～復旧から復興～ 1人 3日

児童虐待への対応 1人 5日

7公平委員会に関する事項

　職員の権利は、勤務条件に関する措置要求制度および不利益処分に関
する不服申立て制度により保護されています。勤務条件に関する措置要
求は、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平委員会に対して、
地方公共団体の当局により適当な措置が執られるべきことを要求する制
度であり、また不利益処分に関する不服申立ての制度は、不利益な処分
を受けた職員が公平委員会に対して不服申立てを行うことができる制度
です。

【平成27年度の状況】
　勤務条件に関する措置要求…1件
　不利益処分に関する不服申立て…0件
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第55回 町民体育祭プログラム

順序 種目 競　　技　　名 対　　　　　　象

1 団体 スポーツ少年団紹介リレー スポーツ少年団員（9団×8人／72人）

2 団体 綱引き（予選） 地区対抗（男子10人、女子10人）中学生以上

3 小学生 小学生徒競走（当日） 小学1年生～6年生（300人）

4 団体 ギネスに挑戦！みんなでなわとび 地区対抗（男子8人、女子8人、回し手2人）小学4年生以上出場可

5 団体 男女混合550mリレー（予選） 地区対抗（男子3人、女子2人）男子のみ年齢制限有り

6 個人 パン食い競争（当日） 中学生以上（100人）

7 団体 綱引き（準々決勝） 地区対抗（男子10人、女子10人）中学生以上

8 幼児 幼児徒競走（当日） 小学生未満の幼児（200人）

9 中学生 B－1グランプリ 中学生

10 団体 玉入れ 地区対抗（男子10人、女子10人）小学生以上

午　　前　　の　　部

全員参加で人文字を作ろう!!（55回記念大会）
昼食（おおやまざき音頭をみんなで踊りましょう）（ドラえもん音頭）

順序 種目 競　　技　　名 対　　　　　　象

11 個人 飛べアンパンマン！（当日） 3歳以上小学生未満の子どもと大人（50組／100人）

12 団体 オープンリレー（当日） 年齢・性別不問。4人1チーム（24チーム）

13 団体 ボール送りリレー（リレーボール）地区対抗（男子5人、女子5人＋ナビゲーター1人）年齢問わず。　小学生も出場可。

14 団体 綱引き（準決勝） 地区対抗（男子10人、女子10人）中学生以上

15 個人 借り人競争（当日） 中学生以上の男女（30人）

16 団体 綱引き（決勝・3位決定戦） 地区対抗（男子10人、女子10人）中学生以上

17 団体 男女混合550mリレー（決勝） 地区対抗（男子3人、女子2人）男子のみ年齢制限有り

18 準団体 一致団結バケツリレー 地区対抗（10人）性別・年齢不問

午　　後　　の　　部

※（当日）は当日参加種目（先着順）
※「京都ギネスに挑戦！2016」に申請種目…「みんなでなわとび」「ボール送りリレー」
※「みんなでなわとび」は万一、ケガ等が起こった場合のため、男女各1名の交代が可能。

奮ってご参加ください!!

当日参加も大歓迎！

人文字を作成！
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第
55
回
大
山
崎
町
民
体
育
祭

と
き
＝
10
月
９
日
■日
午
前
９
時
～
　

※
雨
天
の
場
合
、
10
日
■祝
に
順
延

と
こ
ろ
＝
大
山
崎
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

申
込
＝�

地
区
対
抗
競
技
は
お
住
ま
い
の
地
区
の
体

育
協
会
運
営
委
員
会
ま
で
。
分
か
ら
な
い

場
合
は
町
体
育
館
ま
で
。
当
日
参
加
競
技

は
申
し
込
み
不
要
。

主
催
＝
大
山
崎
町
・
大
山
崎
町
教
育
委
員
会

問
＝
大
山
崎
町
体
育
館
　
☎
９
５
６

−

０
５
６
７

　
今
年
度
の
町
民
体
育
祭
は
「
55
回
」
の
記
念
大
会
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
「
55
」
に
ち
な
ん
だ
内
容
の
種
目
を
入
れ
て
、
楽
し
い
大
会
に
な
る
よ

う
考
え
ま
し
た
。

　
男
女
混
合
リ
レ
ー
は
、
男
性
3
人
、
女
性
2
人
の
計
「
5
」
人
の
継
走

で
「
５
５
０
ｍ
」
の
距
離
を
競
い
、「
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
！
み
ん
な
で
な
わ

と
び
」
と
「
玉
入
れ
」
で
は
、
ち
ょ
う
ど
「
55
回
」
跳
ん
だ
り
「
55
個
」

入
れ
る
と
、
ピ
タ
リ
賞
と
し
て
総
合
得
点
に
1
点
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
終
種
目
に
町
内
の
協
力
意
識
や
防
災
意
識
を

高
め
る
た
め
、「
一
致
団
結
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
」
を
新
し
く
入
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
今
大
会
の
特
別
企
画
と
し

て
、
午
前
の
部
の
最
後
に
会
場
に
お
越
し

の
皆
様
で
「
人
文
字
」
を
作
り
、
記
念
写

真
を
撮
っ
て
残
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
当
日
参
加
の
個
人
種
目
や
、
地
区
対
抗

の
団
体
種
目
と
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
!!
　

皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
９
日
■日
は
、
大
山
崎
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
へ
Ｇ
Ｏ（
５
）！
Ｇ
Ｏ（
５
）!!

　町内にお住まいの皆
さま、今年度から大山
崎町体育協会（以後、
体協）の会長を務めさ
せていただく岡田です。
今後とも変わらぬご協
力のほどよろしくお願
いいたします。
　体協では例年スポー
ツを通じて地域の親睦
に取り組んでいるとこ
ろであります。
　現在行っている種目

は、ソフトバレーボール、ソフトボール、
グラウンドゴルフ、そして最大のイベント
である町民体育祭です。本年は他に新春ジ
ョギング大会を計画していますので皆さま
の参加をお待ちしています。
　参加人数の減少等により過去種目の入れ
替わりはありますが、どの種目においても
ご参加くださいます皆さまの笑顔には主催
者側として開催してよかったという思いを
持てるものです。

　体協主催の大会を地区対抗としている理
由の一つとしては、地区の結びつきを大切
にしたいという思いがあります。隣近所の
付き合いが希薄になっている昨今ですが、
ここ大山崎町は京都府内で最も小さい5.97
㎢、人口15,000人あまりの町です。最近で
は日本全国において大規模な災害が発生し
ており、いつどこで不幸な事態が起こらな
いとも限りません。そんな時こそ地域の結
びつきがハートの形の小さな町の大きな力
になると考えています。
　今年の体育祭では、委員の方の提案で防
災種目を新たに加えることになりました。
そして、55回の記念大会の本年は従来から
の種目にも若干の遊びを取り入れて真剣勝
負の中にも笑顔が生まれることを期待して
います。さらに、当日グラウンドにお集ま
りいただいた全ての皆さまと人文字を作っ
て記念撮影をしようと計画中です。競技へ
の参加不参加に関わらず来場される皆さま
が町の形のようにハートあふれる笑顔で楽
しんでいただけるよう関係者一同取り組ん
でいますので、どうか皆さまも笑顔での参
加をよろしくお願いいたします。

大山崎町民体育祭に向けて

大山崎町体育協会
会長　岡田好尚

高
め
る
た
め
、「
一
致
団
結
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
」
を
新
し
く
入
れ
ま
し
た
。

第
55
回
大
山
崎
町
民
体
育
祭

奮ってご参
加ください

!!当日参加も
大歓迎！人文字を作
成！

奮ってご
参加くだ

さい!!当日参加
も大歓迎

！人文字を
作成！
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西
国
街
道
リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク

古
代
か
ら
受
け
継
が
れ
た
「
み
ち
」
を
「
交
通
」「
鉄
道
」
の
視
点
で

　
本
町
を
縦
走
す
る
西
国
街
道
と
は
、
京
都
府
か
ら
大
阪
市
内

を
通
ら
ず
に
兵
庫
県
西
宮
へ
向
か
う
古
い
道
の
こ
と
を
指
し
ま

す
。
平
安
京
か
ら
九
州
へ
向
か
う
古
代
山
陽
道
を
受
け
継
い
だ

長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　
歴
史
街
道
推
進
協
議
会
と
沿
道
に
あ
る
博
物
館
・
資
料
館
で

は
、
毎
年
西
国
街
道
の
リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
回
も
、
学
芸
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
現
地
を
案

内
す
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

歴
史
街
道
リ
レ
ー
ト
ー
ク
「
近
代
の
う
つ
り
か
わ
り
と
鉄
道

−

み
ち
と
交
通
史
」

と
き
＝
９
月
24
日
土
午
後
１
時
〜
午
後
５
時
10
分

と
こ
ろ
＝
大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

演
題
＝
▼「
京
都
西
郊
の
鉄
道
敷
設
と
西
国
街
道
」
向
日
市
文

化
資
料
館
　
玉
城
玲
子
　
▼「
吉
田
初
三
郎
鳥
瞰
図
に
み
る
島

本
町
の
交
通
史
　
島
本
町
教
育
委
員
会
　
久
保
直
子
　
▼「
大

高
槻
町
の
誕
生
と
交
通

−

１
９
３
０
年
代
の
鉄
道
と
道
路
」
高

槻
市
立
し
ろ
あ
と
歴
史
館
　
西
本
幸
嗣
　
▼「
茨
木
の
街
道
と

鉄
道（
仮
）」
茨
木
市
立
文
化
財
資
料
館
　
清
水
邦
彦
　
▼「
吹

田
を
め
ぐ
る
街
道
と
鉄
道
」
吹
田
市
立
博
物
館
　
藤
井
裕
之
　

▼「
伊
丹
市
域
の
西
国
街
道
に
つ
い
て（
仮
）」
伊
丹
市
立
博
物

館
　
亀
田
　
浩
　
▼「
尼
崎
の
水
運
と
陸
運
」
尼
崎
市
立
文
化

財
収
蔵
庫
　
楞
野
一
裕
　
▼「
も
う
ひ
と
つ
の
西
国
街
道

−

越

水
か
ら
打
出
へ
」
西
宮
市
立
郷
土
資
料
館
　
俵
谷
和
子

定
員
＝
１
５
０
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
▼
住
所
▼
氏
名
▼
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
、
大
山
崎
町
歴
史
資
料
館
「
近
代
の
う
つ
り
か
わ
り

と
鉄
道
」
係
ま
で
。
９
月
10
日
土
必
着
　
（
住
所
）
６
１
８

−

０
０
７
１ 

京
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町
字
大
山
崎
小
字
竜
光
３

問
＝
大
山
崎
町
歴
史
資
料
館
　
☎︎
９
５
２

−

６
２
８
８

　 と　き テーマ 主　催 問い合わせ先

第１回 10月９日■日 阪急上牧駅からJR高槻駅へ 高槻市立しろあと
歴史館 072-673-3987

第２回 10月29日□土 西国街道と多田道、大坂道を
歩く 伊丹市立博物館 072-783-0582

第３回 11月５日□土 幻の「西国街道」を歩く 西宮市立郷土資料館 0798-33-1298

第４回 11月６日■日 西国街道と能勢街道の交差点
を歩く 吹田市立博物館 06-6338-5500

第５回 11月12日□土 近現代の鉄道敷設と西国街道 大山崎町歴史資料館 075-952-6288

第６回 11月19日□土 塚口から尼崎まで　尼崎と伊丹
を結ぶ街道・鉄道沿いを歩く 尼崎市立文化財収蔵庫 06-6489-9801

第７回 11月26日□土 明治・昭和の鉄道をみながら
西国街道を歩く 向日市文化資料館 075-931-1182

第８回 12月４日■日 茨木の交通近代化遺産と地域
をめぐる 茨木市立文化財資料館 072-645-2020

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
大
山
崎
町
で
開
催

リレーウォーク日程
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先
月
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
が
開
催
さ

れ
、
日
本
人
選
手
が
華
々
し
い
活
躍
を
し
た
こ

と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
４
年
後
に

は
こ
の
日
本
の
首
都
・
東
京
で
56
年
ぶ
り
に
夏

期
五
輪
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
国
で
は
、
大
会
の
開
催
に
よ
る
効
果
を
東
京

の
み
な
ら
ず
全
国
に
波
及
さ
せ
よ
う
と
、
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
も
、
地
域
の
活
性
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
と
し
て
こ
の
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
計
画
を
推
進
し
、
国
に
お
け
る
第
二
次

登
録
審
査
を
経
て
、
去
る
６
月
に
ス
イ
ス
を
相

手
国
と
し
て
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
認
定
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
記
念
し
て
、
ス
イ
ス
の
国
を
知
る
た

め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
講
座
は
ス
イ
ス
人

講
師
に
よ
る
全
３
回
で
、
ス
イ
ス
に
つ
い
て
３

つ
の
切
り
口
で
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

講
師
＝
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
バ
ー
ガ
ー
氏
（
ス
イ

ス
人
）

定
員
＝
毎
回
先
着
30
名

申
込
方
法
＝
電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
で
氏
名
、

連
絡
先
な
ど
必
要
事
項
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
＝
９
月
15
日
木

※
事
業
実
施
に
あ
た
り
、
広
報
・
記
録
用
に
写

真
を
撮
影
し
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い

問
・
申
込
先
＝
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
係
（
内
２
３
２
）

大山崎町ホストタウン事業認定記念　国際理解講座

出身地 スイス連邦　ジェネーブ（Geneve）

好きな和食 お好み焼きとうなぎ寿司

好きなスイスの食べ物

gruyere（グリュイエール）とemmental（エメンタール）

※どちらもチーズの銘柄です

趣　味 チェス、囲碁、水泳

初めて覚えた日本語 「めっちゃ」、「大丈夫」

皆さんへのメッセージ

「スイスはハイジと銀行だけではなく、伝統的な文化

もあります。スイスの歴史・スポーツ・料理について

楽しく覚えるために、是非参加してください。」

スイス文化を学ぶ
　　　〜ようこそ、ハイジのふるさとへ！〜

スイス文化を学ぶ ～ようこそ、ハイジのふるさとへ！～

講座名 とき・ところ 内　容 参加費

第１回 スイスの文化と歴史に
ついて

９月17日□土
10：00～12：00
中央公民館別館　第１研修室

スイスの歴史、民族衣装、芸術家、
世界遺産、アルプスの大自然など
を紹介します。

無料

第２回 スイスの言葉について
９月24日□土
10：00～12：00
中央公民館別館　第１研修室

スイスには４つの公用語がありま
す。日常会話から歌まで、楽しく
学びましょう。

無料

第３回 スイスの家庭料理に
ついて

10月１日□土
10：00～13：00
中央公民館別館　料理講習室

チーズフォンデュ以外にもスイス
の料理はたくさんあります。講師
おすすめのおいしい家庭料理を作
りましょう。

500円
（当日徴収
します）

講師プロフィール

名　前

Vincent BERGER
（ヴィンセント  バーガー）
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９
月
10
日
　
世
界
自
殺
予
防
デ
ー

９
月
10
日
～
16
日
は
自
殺
予
防
週
間
で
す

～
大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
～

大
山
崎
町
水
道
事
業
広
告
募
集
の
お
知
ら
せ

　平
成
28
年
12
月
か
ら
一
年
間
の
封
筒
へ
の
広
告
掲
載
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
最
近
こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
】

□
元
気
が
な
い

□
疲
れ
て
い
る

□
食
欲
が
な
い

□�

体
調
不
良（
体
の
痛
み
や
倦
怠
感
）の
訴
え

が
多
い

□
飲
酒
量
が
増
え
て
い
る

□
身
だ
し
な
み
が
悪
く
な
っ
た

□�

こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
や
れ
て
い
た
こ
と
が

楽
し
め
な
く
な
っ
た

□�

以
前
は
普
通
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
、

お
っ
く
う
で
や
る
気
が
し
な
い

□�「
眠
れ
な
い
」と
よ
く
口
に
す
る
よ
う
に

な
っ
た

　
悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ
い
た
ら
、
じ
っ
く

り
耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。
助
言
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
話
を
聞
い
て
あ
げ
、
う
な
ず
く
だ

□
募
集
要
項

□
注
意
事
項

　
・�

広
告
デ
ー
タ
は
、
原
寸
大
の
電
子

デ
ー
タ
で
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　
・�

応
募
多
数
の
場
合
は
、
く
じ
抽
選

で
掲
載
す
る
広
告
を
決
定
し
ま

す
。

　
・�

申
込
書
は
町
役
場
上
下
水
道
課
に

取
り
に
来
て
い
た
だ
く
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
＝
10
月
３
日
□月
必
着

申
込
方
法
＝
直
接
申
込
書
を
提
出
又
ま

た
は
郵
送
で
申
込
先
ま
で
。
　

問
・
申
込
先
＝
上
下
水
道
課
業
務
・
府

営
水
道
係
（
内
２
７
３
）

〒
６
１
８

−

８
５
０
１
（
住
所
不
要
）

大
山
崎
町
役
場
上
下
水
道
課

け
で
い
い
の
で
、
相
手
の
つ
ら
い
気
持
ち
を

受
け
止
め
ま
し
ょ
う
。
必
要
に
応
じ
て
、
専

門
家
の
い
る
相
談
機
関
へ
の
相
談
を
勧
め
ま

し
ょ
う
。
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
お
互
い

に
支
え
合
っ
て
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
ろ
を
健
康
に
保
つ
コ
ツ

▼
十
分
な
休
養
を
と
る

▼�

十
分
な
睡
眠
、
１
日
３
食
の
食
事
、
過
度

の
飲
酒
を
避
け
る
、
適
度
な
運
動

▼�

楽
し
み
、
く
つ
ろ
ぎ
の
時
間
を
大
切
に
し

ま
し
ょ
う

▼�

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
〝
こ
こ
ろ
の
体
温

計
〟
を
ひ
ら
い
て
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
！

問
＝
健
康
課
健
康
増
進
係
（
内
１
３
１
）

こころの健康相談統一ダイヤル
☎0570-064-556
全国どこからでも、電話をかけた所在地の公的な相
談機関につながります。（PHS電話、IP電話、海外か
ら等一部接続できない場合があります）

自殺予防　いのちの電話
☎0120-738-556
毎月10日　8時～翌8時

京都府自殺ストップセンター
（LINE相談電話）
🈷🈷～🈷　🈷時～16時30🈷

京都府自殺ストップセンター
ナビダイヤル
☎0570-783-7🈷7
🈷🈷～🈷　🈷時～20時

京都いのちの電話
☎075-864-4343
年中無休　24時間

京都自死・自殺相談センター
Sotto
☎075-365-1616
🈷、土　1🈷時～翌朝5時30🈷

よりそいホットライン
☎0120-27🈷-338
年中無休　24時間

チャイルドライン京都　18歳までのこども
がかける　こども専用電話
☎0120-🈷🈷-7777
🈷🈷～土　16時～21時

広告媒体 大山崎町水道事業専用
封筒

掲載位置 裏　　面

規 格 等

１枠につき、58㎜×
100㎜
募集：３枠
１色刷り（黒色）

掲載期間

平成28年12月～
平成2🈷年11月（１年間）
※�掲載期間経過後も発
行枚数が残っている
場合は、使用するこ
とがあります。

掲 載 料 １枠：40,000円
（税抜き）

発行部数

🈷,000枚
※�納付書などの水道に
関する文書等を利用
者様に送付する際に
使用

長
形
３
号（
120�

mm
×
235�

mm
）
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▲現地（８月現在）

※�

返
信
ハ
ガ
キ
に
世
帯
主
の
住
所
と
氏

名
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い

※�

応
募
さ
れ
た
方
の
個
人
情
報
を
他
の

用
途
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
申
込
期
限
＝
９
月
13
日
□火
（
消
印
有

効
）

結
果
の
通
知
＝
申
し
込
ん
だ
方
全
員
に

返
信
用
ハ
ガ
キ
に
て
９
月
20
日
□火
か

ら
順
次
通
知
し
ま
す
。

〈
注
意
事
項
〉

・�

１
世
帯
の
応
募
は
１
通
、
上
限
３

セ
ッ
ト
（
３
０
，
０
０
０
円
）
で
お

願
い
し
ま
す
。

・�

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。

・�

申
込
み
希
望
セ
ッ
ト
数
総
額
が
販
売

予
定
総
額
を
超
え
た
場
合
は
、
申
込

み
希
望
セ
ッ
ト
数
に
そ
え
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
並
ば
ず
買
え
る
よ
う
、
往
復

ハ
ガ
キ
で
の
申
し
込
み
に
変
わ
り
ま
し

た
。
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

商
品
券
概
要
＝
１
セ
ッ
ト
５
０
０
円
券

×
22
枚
綴
り
。
１
０
，
０
０
０
円
で
１�

１
，
０
０
０
円
分
の
お
買
い
物
が
で
き

ま
す
。

１
セ
ッ
ト
あ
た
り
の
販
売
価
格
＝
１�

０
，
０
０
０
円

利
用
期
間
＝
10
月
１
日
□土
～
平
成
29

年
１
月
31
日
□火

申
込
方
法
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
▼
世
帯
主

氏
名
▼
世
帯
主
住
所
▼
電
話
番
号
▼
生

年
月
日
▼
購
入
希
望
セ
ッ
ト
数
（
１
世

帯
１
通
、
上
限
３
セ
ッ
ト
で
お
願
い
し

ま
す
）
を
記
入
の
う
え
、
大
山
崎
町
商

工
会
ま
で
。

・�

期
限
内
に
引
換
え
に
来
ら
れ
な
か
っ

た
場
合
は
無
効
に
な
り
ま
す
。

引
換
販
売
期
間
／
場
所
＝
９
月
28
日
□水

～
10
月
４
日
□火
（
平
日
の
み
）
午
前

９
時
～
午
後
６
時
　
大
山
崎
町
商
工
会

（
大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

※�

当
選
ハ
ガ
キ
と
引
き
換
え
に
購
入
可

能
で
す

問
・
申
込
先
＝
大
山
崎
町
商
工
会
　

〒
６
１
８

−

０
０
７
１
　
京
都
府
乙
訓

郡
大
山
崎
町
字
大
山
崎
小
字
竜
光
３
　

☎
９
５
６

−

４
６
０
０

商
品
券
取
扱
店
募
集
中
！

　
詳
し
く
は
商
工
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

大山崎でお得に買い物！

プレミアム付き
「ララン商品券」販売！

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

天
王
山
古
戦
橋
が
双
方
向
通
行

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　
平
成
28
年
９
月
１
日
□木
午
前
９
時
ご
ろ
（
予
定
）
か
ら

天
王
山
古
戦
橋
が
双
方
向
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
交

通
安
全
に
注
意
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
＝
建
設
課
地
域
整
備
係
（
内
２
５
２
）

見　本

至京都

名神高
速道路

天王山古戦橋

大山崎
町役場大山崎

小学校
至大
阪


